「寄宿舎の利用を！」

○科学院の本館の奥、中庭を通り抜けたところに寄宿舎棟があります。「寄宿舎」と言うと何となく古びたかび臭い学生寮を思い浮かべるかもしれませんが、鉄筋コンクリート７階建、築６年の瀟洒な建物です。居室はおよそ１５平方メートルのビジネスホテルタイプの洋室で、バス、トイレはもちろん小型冷蔵庫やエアコンなども完備していますし、布団やシーツ、入浴用タオルなどは清潔に保たれ、室内の清掃もきちんと行われます。また、部屋には備え付けの勉強机があり、ＰＣを持参すればインターネット接続も可能（これまでは１日５０円の利用料が必要でしたが、７月以降の宿泊者は無料となります。）です。宿泊者は本館の図書館を夜間でも使用することも可能ですので予習や調べものに便利です。 

　寄宿舎の周辺は植栽や遊歩道が整備されていますが、早朝の散策には正門を出て左に少し歩いたところにある「樹林公園」がもってこいです。広大な園内の朝露に濡れた緑濃い樹木や草花が、昨夜の「意見交換会」の心地よい疲れを癒し、今日の研修への新たな意欲をかき立ててくれるでしょう。

○その寄宿舎の料金体系が７月から変更され、利用料が値上げされることになりました。

近年の原油価格の急騰をはじめとする諸物価の高騰、自治体の財政逼迫に起因すると思われる長期課程研修生の減少、また平成１５年４月からの料金の据え置きなどによる慢性的な赤字が原因です。利用者（宿泊者）が減ってきていることが最大の原因であり、また特に「１泊だけの利用者」の場合には、清掃やクリーニングなどに要するコストが、料金収入２，７００円を大幅に上回ってしまい、しかもこの「１泊だけの利用者」が最近増加していることも大きな要因です。これまで徹底的な業務の合理化・効率化を図り、ぎりぎりまで経費の節減に努めてきましたが、このままでは利用者に対するサービスの低下のみにとどまらず、寄宿舎の運営そのもののが懸念されかねない状況に至り、やむを得ず今回の値上げに踏み切ったものです。

　新料金は、長期利用者に過重な負担を強いないように配慮するとともに、宿泊日数区分毎の一律料金（１泊目から最終泊まで同額）の方式に変えたことなどにより利用者一人当たりの負担額比較では、概ね１０～２０％のアップに止められています。（新料金については科学院のホームページをご覧ください。）

○今は寄宿舎の利用者の増加を図ることが求められています。このため、短期コースの方々を含め研修受講決定の通知の際に寄宿舎案内を同封することにしましたし、科学院のホームページ上に翌月の「空き室情報」を掲載するなど、研修受講者や派遣元の関係者へのＰＲに努めることにしています。「口コミ」や「先輩のひとこと」も有力だと思われます。

　科学院の研修の一つの意義は、全国各地で同じ業務に取り組んでいる者同士が肩を並べて学び、率直な意見を交わすことなどを通して人と人との新たな繋がりが生まれ、拡がっていくことにあると思います。その意味で、昨今の研修期間の短縮化傾向を見るにつけ、「寄宿舎ライフ」を加えることの意義、重要性はますます大きいと確信します。皆さん、周囲にこれから研修を受講する方がいたら、是非「寄宿舎に泊まったほうがいい！」と助言してあげてください。
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